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塗装現場で使用する塗料は近年、水性が主流となっているものの、大気汚染の原因物質と

されるVOC（揮発性有機化合物）を排出する溶剤系塗料を使用することもあります。ま

た、車移動による二酸化炭素の排出、工事で出される廃棄物も多い業種です。当社は従業

員一人ひとりが環境、平和、福祉など地球規模の問題に目を向け、持続可能な未来を目指

して具体的な目標設定をして取り組もうと、このレポートで示した方針を基に環境活動を

展開し、多くの方に信頼される企業を目指します。ぜひご高覧の上、ご指導、ご指摘を賜

りながら、次の取り組みに生かしていきたいと考えています。

当社は昭和45（1970）年創業で令和2（2020）年に50周年を迎えました。戸建住宅、集合

住宅、公共施設などの塗装工事、防水工事の専門会社として、卓越した技術を持つ職人が

自らの技にプライドを持った仕事をしています。塗装作業は単純に見えるかもしれません

が、その作業により工程も変わります。ちょっとしたヒビ、サビ、苔の症状にも敏感に対

応し、プロの技を使い、お客様に喜んでいただくことをモットーにしています。

有限会社タナカ塗装工業



有限会社タナカ塗装工業は事業活動の環境負荷を認識し、

地域の豊かな自然を次世代に伝えます。

そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、

循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に継続的に取り組みます。

1. 当社の事業活動による環境負荷削減を実行する為に、下記の

行動指針を定め、全従業員で取り組みます。

 ①　電力・化石燃料の節減による、二酸化炭素排出量の削減

 ②  廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進

 ③　環境に配慮した工法及び省エネルギー塗料等による施工の推進

 ④　化学物質の適正管理

2. 環境関連法規や条例、その他の規制を遵守して取り組みます。

3. 環境経営の活動は自らの行動を振り返り、改善することに継続的に取り組みます。

4. 全従業員にこの環境方針を周知し、環境への意識向上を促進します。

2021年9月30日 制定

有限会社タナカ塗装工業

代表取締役　田中 宏幸

１．環境経営方針

       ［基本理念］

       ［行動指針］

環境経営方針



■事業者名

有限会社タナカ塗装工業

■代表者氏名

代表取締役　田中 宏幸

■所在地

神奈川県川崎市高津区上作延2-15-6

TEL：044-865-6246（本社）

FAX：044-888-6880

■環境管理の責任者・担当者氏名、連絡先

環境管理責任者（担当者）田中 亮輔

TEL：044-865-6246（本社）

FAX：044-888-6880

MAIL: ryosuke-tanaka@yc4.so-net.ne.jp

■事業活動の内容

塗装工事業、防水工事業

■事業規模

資本金　　　　300万円

工事件数　　　18件（2021年度）

売上高　　　　6700万円（同）

従業員数　　　4人

社用車台数　　3台

事業年度　　　6月～翌5月

■対象範囲（認証・登録範囲）

認証・登録対象組織

本社

認証・登録対象活動

塗装工事業、防水工事業

　2.組織の概要及び対象範囲



　　３．実施体制図

承認 作成

 

従業員

部門責任者

１．自部門に関連する環境活動計画の実施、維持及び達成状況の報告
２．環境上の緊急事態への準備及び対応
３．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
４．現場作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示

従業員
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３.各自の役割・責任及び権限を定め全従業員に周知する
４．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
５．環境経営システムの定期的見直しの実施
６．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関である「ＥＡ２１ＥＭＳ」の事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

７．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
８．環境目標、環境活動計画書原案の作成
９．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
１０．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
１１．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

作成　2021年9月30日

田中宏幸 田中亮輔

役割・責任・権限

実施体制及び責任･権限表

代表者

田中 宏幸

環境管理責任者
田中 亮輔

工事部門責任者

田中 謙太



基準(実績）

2020年度

CO2 基準値に対し 1.4 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.42 ％削減

6,446

kg-CO2

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

2,680

kWh

ガソリン消費量 基準値に対し 1.5 ％削減 基準値に対し 2.0 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減

2,268 2.32

L

一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3.5 ％削減

1,059.0

kg

建設混合廃棄物の量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2.5 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

2,262

kg

塗料有機溶剤等 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3.5 ％削減

83.97

kg

環境配慮施工売上高 基準値に対し 82 ％向上 基準値に対し 137 ％向上 基準値に対し 150 ％向上

55

万円

※事務所は自宅兼用のため水使用量は把握できないが節水活動は行う。

※二酸化炭素排出係数は0.442kg-CO2/kWhを適用した。

138

万円 万円

6,356 6,290

kg-CO2 kg-CO2

6,317

kg-CO2

二酸化炭素
排出量総量

二酸化
炭素排
出量の
削減

ガソリン使
用量の削減

1

kg

2

3

一般廃棄物排出量
の削減

再資源化率向上に向
けた建設混合廃棄物

の削減

kg

2,217

kg

1,038

100.0

4
PRTR法対象の化学物

質使用量の削減
82.29

5
省エネルギー塗料に
よる施工売り上げの

増

kg

L

　４．環境経営目標

2,6530.442

CO2
換算係
数

環境経営目標Ｎｏ

年　度　目　標

2022年度

電力使用量
の削減

通年
（2020年
6月～

21年5月）

2022年度
(22年6月～
23年5月）

kWh

2,234

kg

kWh

2,640

2023年度
(23年6月～
24年5月）

中　期　目　標

2,626

2024年度
(24年6月～
25年5月）

kWh

2,211

1,022

kg

2,194

kg

81.03

万円

2,223

1,027

2,205

81.45

130

L

kg

kg

L



（1）      二酸化炭素排出量の削減

具体的な内容

車両燃料（ガソリン）使用料の削減

エコドライブの実施

適切なアイドリングストップの実行

作業車の積載荷重の適正化

最適な現場までのルート選定

パソコン、コピー機などの電源offの徹底

エアコン温度設定の適正化

（2）      一般廃棄物排出量の削減

具体的な内容

紙（可燃ごみ）、プラ（不燃ごみ）、段ボールなどの分別の徹底

コピー用紙裏紙使用及び両面印刷の推進

（3）      産業廃棄物排出量の削減

具体的な内容

分別廃棄物量（廃プラスチック）の把握

養生ごみ（廃プラ）分別の推進

（4）      PRTR法対象の化学物質使用料の削減

具体的な内容

代替塗料などの調査及び切り替えの検討

塗料適量使用による廃棄塗料の削減

（5）      省エネルギー塗料による施工売り上げ増

具体的な内容

遮熱・断熱塗料などを使用する塗り替え工事の積極営業

新しい省エネルギー塗料・施工による施工導入の検討

　　５.  環境経営計画の取り組み



基準値に対し 1.4 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 82 ％向上

６．環境経営計画、環境目標の実績、取組結果とその評価及び次年度の取組内容

取組の評価及び次年度の取組内容Ｎｏ

1年間を通して車両燃料の削減に進歩がみら
れたほか、エアコン設定温度を守る取り組み
なども継続し、わずかではあるが目標を達成
することができた。今後も日々の朝礼等によ
る呼びかけで従業員の環境への意識向上に取
り組み、目標達成を継続したい。

昨年度から継続しているエアコン設定温度
（暖房20℃、冷房28℃）を守り、不要な照明
器具の消灯などに努めた効果から、目標を達
成できた。

1,970

kg-CO2

環境方針・目標項目

6,163

2020年6月1日
～2021年5月31日

実績

2022年6月1日
～2023年5月31日

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

2
一般廃棄物排出量

の削減
1,038

Kg

　目　標

達成状況

〇
（3.1％減）

○
（26％減）

☓（2.1％増）

○
（38％減）

×
（35％増）

4
PRTR法対象の化学物質

使用量の削減

万円 万円

☓
（目標値の47％）

目標値の半分に満たず、目標基準値である
2020年度の55万円も下回ってしまった。遮
熱・断熱などの省エネルギー塗料の利点を集
約したチラシ等の作成はじめ、環境に配慮し
た施工による工事の営業をより一層強化し、
改善に努めたい。

5
省エネルギー塗料によ
る施工売り上げの増

100.0

○
（63％減）

新しい塗料による施工を社内で検討し、対象
塗料の使用を少しずつの減らしていったこと
もあり、目標値を大幅に削減することができ
た。来年度も取り組みを維持できるようにし
たい。また、現場での計量等により、適正量
の使用を引き続き心掛けたい。

82.29
30.41

3

二酸化炭素排
出量総量

6,356

kWh

電力使用量
の削減

2,653

ガソリン使用
量の削減

2,234

L

kg-CO2

kg

2,217
2,990

川崎市の大規模改修工事が12月～3月にあ
り、その時期に廃棄物量が増えたことが影響
した。EA登録時から続けている現場で発生す
る養生ごみ（廃プラ）分別を進めるなどの取
り組みで従業員の分別意識は確実に向上して
いる。継続し、混廃減少を目指したい。

kWh

目標達成はできなかったが昨年度の増加率
（9％）を下回り、前進が感じられた。エコ
ドライブ、アイドリングストップ、走行を無
駄に増やすようなルート選択をしないことな
ど、基本的な取り組みを継続したい。

コピー紙の裏面使用や両面印刷の多様、FAX
でのやりとりを減らし、メールでの連絡を多
様したことなど、小さな取り組みから減少幅
が拡大していると感じる。事務作業のDX化な
ども検討し、目標達成を継続したい。Kg

L

2,281

648.0

47.0

kg

kg

再資源化率向上に向け
た建設混合廃棄物の削

減

kg



７．環境関連法規等の遵守状況

法規制等の名称 遵守状況

産業廃棄物収集運搬及び処分 廃棄物処理委託契約書

産業廃棄物保管基準 マニフェスト管理

廃棄物の適正分別 遵守

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

特定建設資材 遵守

分別解体等実施義務 ※該当工事なし

遵守

※該当廃棄なし

遵守

※該当廃棄なし

（1）    当社に適用となる主な環境関連法規

要求事項、適用項目など

環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。

尚、関係当局からの違反等の指摘は過去3年間ありません。

（2）    環境関連法規への違反、訴訟等の有無

廃棄物の処理及び清掃に関する

法律（廃棄物処理法）

建設工事に係る資源の再資源化

等に関する法律（建設リサイク

ル法）

使用済み自動車の再資源化等に

関する法律（自動車リサイクル

法）

使用済み自動車の引渡義務 自動車の所有者　引き取り業者への引渡

小型家電リサイクル法
使用済小型電子機器等の排出

にあたる適正な分別



昨年度と比較してまず進歩したのは、ガソリン使用量。わずかに目標値には届かな

かったが、昨年度の増加率（9％）を下回る（3.4％）ことができた。書類関係が紙に

よる手渡し、押印等が必須だった公共工事においては手続きが簡素化されており、

メール等で提出できるものが増えている。車での移動（ガソリン使用量）を減らす要

因にもなっており、こうした社会の変化が目標達成にも大きく関わっていると感じ

る。業務の簡素化・効率化を進めることは、二酸化炭素削減にもつながるだろう。当

社においても業務のDX化を検討し、環境経営をさらに推進させたい。

一方、遮熱塗料などによる塗装を増やす省エネ施工の推進では、目標値の半分に届

かなかった。SDGsの一般への周知でニーズは間違いなくあるので、日々の営業でそ

の利点を強調する営業チラシ等の作成も検討するなどし、効果的な提案営業で受注に

結び付けたい。

また、建設混合廃棄物は比較的大きな工事案件があった時期に比例して排出が多く

なり、目標値から増加してしまった。現場に専用袋を設けて廃プラスチックを分ける

取り組みは従業員に定着してきている。こうした小さな手ごたえを自信にして継続し

ていき、引き続き再資源化率向上と混廃削減を目指したい。

当社のエコアクション活動はまだ1年程度ではあるが、従業員が積極的に養生ごみ

（廃プラスチックごみ）を分別するなど、環境に配慮した施工への意識は向上してい

ると感じる。目標等については現時点では変更せず、今後は新しい施工法、新しい塗

料等による施工の検討・実行もさらに推め、顧客にはこうした当社の取り組みを効果

的にPRしたい。足りない部分は従業員一丸で補い、目標達成したものはその継続に

努めたい。

2023年6月30日

有限会社タナカ塗装工業

代表取締役　田中 宏幸

 8.  代表者による全体評価


